
医療法人賛幸会行動計画 

 

令和７年３月３１日策定 

 

医療法人賛幸会は、職員が仕事と子育てを両立させることが出来、働きやすい環境を作

ることによって、職員の能力が十分発揮できるよう整備に取り組む。また次世代職員の育

成支援として、子どもたちに向けての取り組みを積極的に行う。 

 

１．計画期間 令和７年４月１日～令和１２年３月３１日までの ５年間 

２．計画内容 

・年次有給休暇取得を推進し、仕事と子育てを両立させるための環境を整える。 

 ・男女ともに育児休暇についての理解を深め、男性の育児休暇について取得増大を図る。 

 ・職員の子どもに向けて職場へ興味をもってもらう。 

 

 

＜対策＞ 

○令和７年 ４月～ 現状の取得状況の把握と、取得の少ない職員の原因分析をする。 

○令和７年１０月～ 事業所ごとの問題点を整理して、会議を開き対策する。 

○令和８年 ４月～ 以降毎年、４月に前年度の取得日数を集計し、職員に周知する。 

 

 

 

＜対策＞ 

○令和７年 4 月～ 男女とも制度対象者（見込含む）に対する相談窓口を設置する。 

○令和７年１０月～ 育児休業取得促進のための制度パンフレット等を作成し、掲示等に

より周知する。 

○令和８年 ４月～ 以降毎年、男性の取得者から育児休業取得事例を聞き取り、今後

対象となる職員への情報提供とし、男性職員の取得率増大を図る。 

 

 

 

＜対策＞ 

○令和７年 ４月～ 会議を開き「子どもの参観日」の実施内容を決める 

○令和７年 ８月～ チラシ等を作成し、配布等により職員に周知する。 

〇令和７年１０月～ 「子どもの参観日」実施。参加者の意見を取り入れ内容を見直す。 

○令和８年 ４月～ 担当部署を設置し、毎年開催のうえで参加者増大を図る。 

目標２：男女ともに育児休業取得率１００％を目指す 

 

 

目標１：年次有給休暇の年間平均取得日数を１０日以上とする。 

 

 

目標３：子どもが親の仕事を見ることが出来る「子どもの参観日」を実施する 


